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【
三
鷹
武
蔵
野
・
書
記
・
三
澤

克
己
通
信
員
】
6
月
30
日
、
三
鷹

市
議
会
の
本
会
議
に
て
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
10
月
か
ら
の
実
施
に

つ
い
て
政
府
に
再
考
を
求
め
る
意

見
書
」
の
請
願
が
、
賛
成
15
、
反

対
12
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
2
年
に
わ
た
り
同
趣
旨
の

陳
情
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
教
訓

に
、
民
商
な
ど
と
一
緒
に
三
鷹
市

議
会
の
全
会
派

へ
要
請
。
「
イ

ン
ボ
イ
ス
へ
の

理
解
が
進
ま
な

い
ま
ま
、
こ
の

10
月
に
実
施
し

た
ら
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
と

私
達
の
切
実
な

声
を
届
け
ま
し

た
。ま

た
、
7
月

11
〜
14
日
に
か

け
て
三
鷹
・
武

蔵
野
市
議
会
の

各
会
派
と「
公
契
約
条
例
の
制
定
」

「
石
綿
の
事
前
調
査
・
届
け
出
へ

の
助
成
制
度
の
創
設
」
な
ど
に
つ

い
て
懇
談
。
公
契
約
条
例
は
自
治

体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
も
訴
え
て
き
ま

し
た
が
、
両
市
と
も
な
か
な
か
進

展
が
見
ら
れ
ず
。
そ
こ
で
、
今
年

度
よ
り
市
発
注
の
公
共
工
事
現
場

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
を
議
員
に
示
し
た

と
こ
ろ
、
「
こ
の
よ
う
な
低
賃
金

で
働
い
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」

「
議
会
で
も
活
用
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
、
と
て
も
有
意
義
な
発

言
を
各
会
派
か
ら
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

支
部
で
は
、
今
回
の
経
験
を
確

信
に
、
今
後
も
継
続
し
た
市
長
・

会
派
懇
談
に
取
り
組
み
、
諸
要
求

実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

【
小
金
井

国
分
寺
・
書

記
・
小
野
寺

和
也
記
】
3

月
に
全
会
一

致
で
採
択
さ

れ
た
小
金
井

市
の
燃
料
費

補
助
の
陳
情

を
受
け
て
行

な
っ
た
4
月

の
要
請
で

は
、
市
長
か

ら
「
申
請
方

法
な
ど
要
望

を
き
き
た
い
」
と
前
向
き
な
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
6
月

市
議
会
の
議
案
に
は
燃
料
費
補
助

の
記
載
は
な
か
っ
た
た
め
、
市
の

経
済
課
に
問
い
合
わ
せ
る
と
「
今

回
は
討
議
し
ま
せ
ん
」
「
次
は
9

月
議
会
で
す
」
と
の
こ
と
。
こ
の

ま
ま
で
は
実
施
さ
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
小
金
井
市
内
の
建

設
業
団
体
に
連
絡
。
①
燃
料
費
補

助
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ

と
、
②
各
団
体
か
ら
早
期
創
設
の

必
要
性
を
直
接
、
市
長
、
市
議
、

経
済
課
な
ど
へ
訴
え
て
も
ら
う
な

ど
お
願
い
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
で
も
、
6
月
8
日
の

議
会
開
催
中
の
昼
休
み
時
間
に
合

わ
せ
再
度
、
市
長
と
市
議
会
全
会

派
へ
要
請
。
市
長
か
ら
は
「
都
の

補
助
金
と
の
調
整
も
あ
っ
た
の
で

…
」
と
い
う
返
事
、
市
議
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
前
向
き
な
発
言
を
も

ら
い
ま
し
た
。
結
果
、
6
月
議
会

後
半
で
は
、
4
人
の
市
議
が
「
小

金
井
市
は
ド
ー
ナ
ツ
化
だ
」
「
市

の
一
般
財
源
で
も
実
現
で
き
る
」

「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
一
刻
も
早

い
実
施
を
」
「
前
倒
し
で
予
算
を

組
む
べ
き
」
な
ど
力
強
く
訴
え
、

市
長
も
「
遅
く
と
も
9
月
ま
で
に

は
お
示
し
し
た
い
」
と
回
答
し
ま

し
た
（
左
の
支
部
機
関
紙
『
あ
し

ば
』
号
外
参
照
）
。

そ
し
て
7
月
10
日
、
小
金
井
市

長
へ
再
・
再
・
再
要
請
を
行
な
っ
た

結
果
、
市
長
か
ら
具
体
的
に
検
討

し
①
9
月
議
会
で
は
提
案
し
た
い

こ
と
、
②
9
月
議
会
閉
会
を
待
た

ず
に
議
会
は
じ
め
の
採
決
も
検
討

し
て
い
る
こ
と
、
③
臨
時
議
会
も

検
討
し
た
が
日
程
的
に
厳
し
い
な

ど
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
運
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

【
小
平
東
村
山
・
書
記
・
吉
岡

直
将
記
】
7
月
16
日
に
支
部
事
務

所
に
て
「
第
一
回
こ
だ
ひ
が
王
将

杯
」
を
開
催
。
昨
年
12
月
、
本
部

の
将
棋
大
会
の
中
止
を
受
け
て
、

ど
う
に
か
支
部
で
開
催
で
き
な
い

か
と
検
討
開
始
。約
半
年
か
け
て
、

な
ん
と
、
山
本
博
志
五
段
を
ゲ
ス

ト
に
招
い
て
の
開
催
で
す
。

支
部
役
員
・
来
賓
の
あ
い
さ
つ

が
終
わ
る
や
否
や
、
あ
ち
こ
ち
で

将
棋
を
指
す
木
の
音
が
。
み
な
さ

ん
心
待
ち
に
し
て
い
た
よ
う
で
、

悩
み
な
が
ら
も
次
の
一
手
を
懸
命

に
練
っ
て
い
ま
す
。
優
勝
の
栄
冠

は
老
練
な
田
中
眞
人
さ
ん
の
も
と

に
。
「
来
年
も
や
ろ
う
」
と
王
座

に
座
り
な
が
ら
も
や
る
気
満
々
で

す
。
ま
た
、
山
本
五
段
の
指
導
対

局
は
非
常
に
面
白
く
、
対
東
京
土

建
連
合
軍
の
図
。
多
勢
に
無
勢
か

と
思
い
き
や
、
山
本
五
段
は
連
戦

連
勝
、
棋
譜
を
再
現
し
て
、
攻
め

方
守
り
方
を
指
南
。
プ
ロ
と
し
て

活
躍
す
る
実
力
と
そ
の
所
作
に
、

皆
さ
ん
感
動
し
き
り
で
し
た
。

大
会
後
に
は
山
本
五
段
も
お
誘

い
の
上
、
交
流
会
。
こ
こ
で
も
感

想
戦
に
花
を
咲
か
せ
、
大
団
円
の

中
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

【
足
立
・
書
記
・
早
川
勝
久
記
】

7
月
19
日
、
足
立
区
の
次
年
度
予

算
編
成
に
向
け
た
懇
談
を
区
議
会

主
要
6
会
派
と
実
施
。
組
合
か
ら

は
委
員
長
は
じ
め
4
人
が
参
加
。

主
要
な
要
望
は
12
項
目
に
上
り
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
時
間
な
の
で
、

今
回
の
主
要
な
懇
談
内
容
は
、
小

規
模
工
事
の
希
望
者
登
録
制
度
の

改
善
と
、
公
契
約
条
例
の
推
進
の

2
本
に
絞
り
ま
し
た
。

小
規
模
工
事
登
録
の
問
題
点

は
、登
録
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

区
か
ら
の
仕
事
依
頼
が
全
く
こ
な

い
と
の
こ
と
。
組
合
で
は
、
2
0

2
2
年
度
の
区
発
注
の
小
規
模
工

事
7
8
0
件
す
べ
て
の
開
示
請
求

を
か
け
て
、
ど
こ
の
所
管
が
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
、
ど
の
業
者
に

発
注
し
た
か
を
分
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
規
模
工
事
に
登

録
し
た
1
5
2
社
の
う
ち
37
社
の

み
が
受
注
し
、
残
り
1
1
5
社
が

登
録
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

注
で
き
な
い
状
況
で
、
更
に
、
あ

る
特
定
会
社
が
、
集
中
的
に
仕
事

を
受
注
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
を
元
に
懇
談
を
進

め
、
公
共
工
事
な
ら
ば
、
公
正
公

平
に
仕
事
を
発
注
す
べ
き
こ
と
を

訴
え
か
け
ま
し
た
。
各
会
派
か
ら

は
、
「
こ
う
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る

と
私
た
ち
も
指
摘
し
や
す
い
」
と

改
善
に
向
け
た
発
言
が
あ
り
、
今

後
の
進
展
に
期
待
が
高
ま
る
懇
談

と
な
り
ま
し
た
。

【
狛
江
・
書
記
・
高
橋
那
央
記
】

7
月
16
日
、
手
作
り
の
い
か
だ
で

多
摩
川
を
下
る
「
狛
江
古
代
カ
ッ

プ
第
31
回
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー

ス
」
が
開
催
。
コ
ー
ス
は
多
摩
川

五
本
松
か
ら
宿
河
原
堰
手
前
ま
で

の
約
1
・
3
㎞
。
狛
江
支
部
青
年

部
、
渋
谷
支
部
青
年
部
と
初
参
加

の
豊
島
支
部
青
年
部
を
含
む
86
チ

ー
ム
が
、
速
さ
や
デ
ザ
イ
ン
を
競

い
レ
ー
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。

順
位
は
渋
谷

32
位
、
狛
江
71

位
、
豊
島
77
位
で
し
た
。
狛
江
支

部
は
ポ
ケ
モ
ン
最
終
章
の
話
題
に

あ
や
か
り
「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
」
を
製

作
し
て
い
か
だ
に
乗
せ
ア
ピ
ー

ル
。
レ
ー
ス
終
了
後
は
、
参
加
者

の
ほ
か
応
援
で
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
各
支
部
の
役
員
や
家
族
の
総
勢

38
人
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。
レ
ー
ス
中
の
苦

労
話
な
ど
で
楽
し
く
交
流
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
ー
ス
当
日
の
様
子
は
狛
江
支

部
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
右
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
）
に
て
公
開
し

ま
す
の
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
と

高
評
価
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

要
求
実
現
へ
粘
り
強
く
活
動
す
る
三
支
部
を
紹
介

要
求
実
現
へ
粘
り
強
く
活
動
す
る
三
支
部
を
紹
介

燃料費補助創設へ

三鷹武蔵野

イ
ン
ボ
イ
ス
請
願
は
可
決

市長へ再・再・再要請

デ
ー
タ
を
元
に
指
摘

足立

公
契
約
は
調
査
結
果
示
し
訴
え

特
定
会
社
に
受
注
が
集
中

小
金
井

国
分
寺

発言する波平委員長（右端）狛江はピカチュウでアピール

第
一
回
こ
だ
ひ
が
杯

渋谷に豊島も参加
レース後にＢＢＱで交流

小 平
東村山

初
代
王
将
は
田
中
さ
ん山本五段からトロフィーを

授与される田中さん（右）

狛
江

武
蔵
野
市
の
立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
（
右
上
）
、
日
本
共
産
党
市
議
団
（
左
上
）
と
三
鷹
市
の
自
民
ク
ラ
ブ
・

公
明
党
と
の
懇
談
の
よ
う
す

求

人

求

職


